
共創による事業構築 テーマ説明資料 

テーマ （2） 県内企業における SDGs取組の加速化につながる仕組みの構築 

 

テーマの概要 県内企業における SDGs の目標達成に向けた実効的な取組を生み出し加

速させるため、課題となっている「社内外の連携」や「取組効果の見える化」

等を解決する手法の提案を募集します。 

担当課 産業労働部産業政策課 

１．県における課題認識 

 

解決したい 

社会課題 

SDGｓの2030年の目標達成に向けて、企業の具体的な取組を促す仕組み

づくりが必要 

その背景・経過  SDGｓの 2030 年の目標達成に向けて、これまでは登録制度の実施等に

より、主に企業への周知・浸透や意識醸成に取り組んできた。 

 今後はより実効性を高めていくための取組が必要。 

これまでの 

県の取組 

【令和元年度～】 

 SDGs推進企業登録制度創設（R6.1末現在 2,２２９者） 

 ポータルサイトによる情報発信 

【令和２年度～】 

 登録企業向けセミナーの実施（SDＧｓの基礎と企業での活用の仕方など） 

 

県事業の課題、 

手詰まり感 

 登録制度を通じて、SDGs の考え方を経営方針や製品開発に活かしてい

る企業がある一方で、以下の 2点が大きな課題となっている。 

 

課題① 社内外の連携 

登録企業に対するアンケートでは「担当者・担当部署以外への波及」を課題と

して挙げている企業が最も多く、社内の理解を得ることに苦慮している企業

が多い。また、同じ悩みを持つ他の登録企業の担当者とのつながりや情報

共有を望む声も聞かれる。 

 

課題② 取組効果の見える化 

同アンケートにおいて、ＳＤＧｓに取り組む効果を実感できていない企業ほ

ど、取組の推進機運も低い傾向があることから、取組の効果が感じられるよ

うな仕組みが必要。 

２．１の課題に対して本事業を通じて最低限成し遂げたいこと 

 

事業のゴール 

期待する成果 

成果①社内外の連携 

登録企業の SDGs を推進する企業の担当者がナレッジや事例、悩み、課題

を共有するために、直接つながり合い交流する機会の設定や仕組みの構築 

→情報交換や交流を通じて社内浸透に必要な手法の共有や意識醸成を

促すことで、具体的な取組につなげていきたい 

 



成果②取組効果の見える化 

企業が取組の効果を実感できる仕組み・パッケージの構築 

→単なる登録や情報交換にとどまらず、各企業が取組の効果を実感する

ことで更なる取組の経営実装を図れるような仕組みを構築したい。 

など 

期待する提案の例 

（解決策イメージ） 

一企業の取組を進めるものではなく、登録企業間でつながるプラットフォー

ムの構築や、SDGsの取組の実効性を高めるための工夫や仕組みが含まれ

る提案を期待します。（以下の課題どちらか片方のみを対象にした提案、も

しくは、これらとは別の視点で企業に実効性のある取組を促すための提案

でも問題ありません） 

 

①社内外の連携 

 企業間の連携・情報共有を継続的に担う体制（コンソーシアム結成など） 

 横のつながりを生み出す仕組みづくり 

例）企業の自律的なネットワークやコミュニティの構築 

 先進的な取組を共有する場の創出 

例）プラットフォーム的なツールの構築（具体的な課題及びその解決策を

気軽に共有）、サミット・ワークショップの開催 

 

②取組効果の見える化 

 実効性のある取組を促すための事業の実施  

例）アドバイザーによる伴走支援、学生とのマッチング、ＳＤＧｓの考えを取

り入れた製品のＰＲできる仕組みづくり 

 

３．求める共創の方向性 

 

共創の 

ポイント 

 SDGs 実現に向けた取組を実施する県内のリーディングカンパニーや支

援機関等とともに、県内の企業に対してもさらなる取組を促す手法を検

討したい 

 

想定している 

提案相手 

 SDGs推進制度登録企業として、SDGs経営を実践している企業 

 企業へ SDGｓの取組を促している企業・団体 

 

４．その他、参考情報 

 

県が提供する 

リソース 

 SDGs推進企業登録制度のネットワーク 

 

参考資料 

補足説明 

・NAGANO SDGs BUSINESS PORTAL（長野県 SDGs推進企業情報

サイト） https://nagano-sdgs.com/ 

 

 

https://nagano-sdgs.com/

